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Ａ 75 女性 15
Ｂ 88 女性 15
Ｃ 86 男性 15
Ｄ 72 女性 15
Ｅ 78 女性 15
Ｆ 72 男性 16
Ｇ 78 男性 15
Ｈ 77 男性 15



































カテゴリー サブカテゴリー コード数 コードの一例
１ この土地の恵み 20 農作業の疲れを癒す温泉
２ 愛着ある風景 19 いつもあるあたりまえの風景
３ この土地ゆえの不便さ 16 外出を困難にする吹雪
１ 愛着のあるこの地 ４ 不便さも含めて愛着あるこの地 22 145 雪どけに感じる冬の終わりの安堵感
５ 行政への思い 15 市町村合併についての思い
６ 自然と密接な農業 10 農家にとっての雪の恩恵
７ 自然と密接な漁業 43 漁に豊かさをもたらすあい風





９ 人生の回想 25 75 自分の人生は過去からつながってきたという思い
10 戦争にまつわる記憶 28 今でも思い出す戦争の光景
11 大切な家族の存在 22 家族が元気で生活している幸せ
12 気にかけてくれる身内の存在 19 何かあったら駆けつけてくれる子どもの存在
13 共に生きた配偶者の存在 20 人生でいちばん大切だった配偶者の存在
14 配偶者の死 12 配偶者を亡くした悲しみ
３ 家族と共にある自分 16215 配偶者亡き後の再生 29 配偶者の死後も結局今までどおりに暮らした自分
16 支えてくれた身内への感謝 34 配偶者のきょうだいに支えられてきた感謝
17 介護にまつわる思い 10 嫌な思いを残さず看取ることができた安堵
18 身内との絆 16 身内に大切にされている喜び
19 共に助け合う近隣 15 孤立していなくて安心な一人暮らし
20 神仏にまつわるしきたり 10 その日のお勤めを果たせることへの安堵
21 高齢者仲間との関わり 24 生まれ育ったこの地で人々と声掛け合えるありがたさ
４ 他者と繫がっている自分 8822 地縁による結びつき 19 昔からの知人との言葉にしたがいこころ温まる交流
23 加齢に伴う関係の喪失 11 土地の助け合いをいつまで維持できるかという危惧
24 この地にあって異質な自分 ９ 海を見て募る望郷
25 身につけてきた知恵 17 心配事はくよくよしないで対処
26 生きるうえでの信念 33 自分のできる範囲でやっていく
５ 獲得してきた英知 10427 役割に伴う誇り 32 地域の役を担う誇り
28 自立のよろこび 22 ひとりで暮らせる幸せ
29 自分なりの運動 22 運動としての雪投げ
30 自分なりの栄養 17 健康のために毎日欠かさず食べる食材
６ 今ある健やかな暮らし 31 病気を克服してきた体験 21 131 病気を治し今また健康を取り戻した自分
32 年齢を重ねていくことへの思い 46 死ぬだけの小遣いはたくさんあるという安堵
33 きままな暮らし 25 自分の居場所はこの家であるという思い
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ら たし 」．通り てきに暮 「し とだからね．ないこがうょ
しよくよく は，いかないしさ．」ているわけに
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